
























して， 死亡例のほとんどが寝たきりであったと報告されている。 1986年に河野， 大田が国立
療養所南岡山病院入院中 (1979年3月から86年2月までの7年間)に死亡した重症心身障害児20
例(男児14.女児6名)を対象に行った調査では(3) 死亡児年齢は， 0-2歳が3名. 3-5 
社会学部論集
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亡事例の 4割を占めていた。また，日IJの調杏でも，直接死閃と15.えられる事項の出現から， 24 
時間以内の死亡例が3割をしめている。その内 1r時間以内の死亡例は半数を占めていた。
死亡年齢については， 事例 Aを除いていずれも 11-12歳であった。つまり， 思存期の入
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